
防災まちづくりの将来像と取組方針 
１ 防災まちづくりの将来像 

分析の結果から分かるように，呉市では各地域において様々な災害リスクが想定されており，災害リスクを完全に回避することは困難な状況にあります。 

そのため，災害時に被害が発生しないように事前に回避するための取組と，災害時の被害を低減させるためのハード・ソフトの両面による取組を計画的に実施することで，災害リスクを可能な限り小さくする必要があります。 

本計画のまちづくりの方針４では「安全な市街地への居住誘導による，安心して暮せるまちづくり」を掲げ，その実現に向けて本市が実施する誘導施策を位置付けていますが，防災まちづくりにおいては，地域の災害リスクを誰もが認

識・共有したうえで，行政や事業者及び市民が一体となって，地域の防災力を向上させていくことが重要になります。 

このことから，本計画における防災まちづくりの将来像を以下のとおり設定します。 

 

 

 

 

２ 取組方針 

防災まちづくりの将来像の実現に向けて，マクロ分析及びミクロ分析から抽出された防災上の課題，並びに，まちづくりの方針４を推進するために位置付けた誘導施策を踏まえて取組方針を定めます。 

なお，取組方針及び取組内容については，呉市国土強靭化地域計画，呉市地域防災計画・水防計画及び流域治水プロジェクト等に定める方針と整合・連携を図ることとします。 

対策の分類 取組方針（案） 
位置付け 

取組内容（案） 
ハザード情報 

マクロ 
分析 

ミクロ 
分析 

誘導 
施策 

洪水 高潮 
土砂 
災害 

津波 地震 
ため池 
氾濫 

［リスクの回避］ 

災害時に被害が発生しな

いようにする（回避する）

ための取組 

都市的土地利用の抑制 
○ 

 

 
 土砂災害特別警戒区域の市街化調整区域への編入検討   ○    

定住・移住の促進   ○ 災害リスクの低いエリアへの住み替えの促進   ○    

  ○ 高齢者ニーズに応じた住まいの提供支援 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

［リスクの低減（ハード）］ 

災害時の被害をハード対

策により軽減させるため

の取組 

流域治水の促進 ○   流域治水プロジェクトに基づいた事前防災対策 ○ ○ ○ ○  ○ 

都市基盤の整備 ○ ○ ○ 河川改修の促進 ○      

○ ○ ○ 海岸保全施設の整備  ○  ○   

○ ○ ○ 
土砂災害対策の推進（砂防事業，急傾斜地崩壊対策事業）※まちづくり連携砂防等事

業を含む 
  ○    

○ ○  大規模盛土造成地の地質調査，地盤解析等の実施     ○  

○ ○ ○ ため池の補強・廃止工事の推進      ○ 

 ○ ○ 上下水道施設の防災機能強化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 ○ ○ 災害に強い道路ネットワークの構築 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ○ 公共施設の耐震化の推進     ○  

○ ○ ○ 住宅・建築物の耐震化や老朽空き家の除却の促進     ○  

防災拠点の機能強化   ○ 市役所・市民センター等の機能強化や呉駅における防災拠点機能の整備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ○ 避難場所の確保や公園の防災機能の強化・充実 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

［リスクの低減（ソフト）］ 

災害時の被害をソフト対

策により軽減させるため

の取組 

孤立予想集落の把握 ○   救援体制の充実，孤立に強い集落づくり ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

地域防災力の充実・強化 ○   自主防災組織の結成・育成の促進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

早期避難の意識醸成 ○ ○  防災情報メールの登録促進，防災行政無線の機能強化等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

流域治水の促進（再掲） ○   流域治水プロジェクトに基づいた事前防災対策（再掲） ○ ○ ○ ○  ○ 

防災・減災知識の普及と意識啓発 ○  ○ ハザードマップや避難の手引きの周知 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 ○  避難確保計画の作成支援 ○  ○ ○   

ため池の適正管理 ○   農業利用するため池の管理体制の確保      ○ 

 

≪防災まちづくりの将来像≫ 

多様な主体が相互に連携し，地域の防災力の向上による，安心して住み続けられるまちづくり 

～行政・事業者・市民が共に災害リスクを認識し，それぞれの役割で共に助け合う～ 
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